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方法書における対象事業実施区域 
   （点線内が対象事業実施区域） 



準備書に示された麻生区内の路線予定図 

路線予定 尻手黒川線 



小児ぜんそく患者数の推移 

川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 総数

2003年7月 623 505 659 932 1,246 1,480 699 6,144

2013年9月 969 562 1,157 1,360 1,694 1,567 1,305 8,614

156% 111% 176% 146% 136% 106% 187% 140%



成人ぜんそく患者数の推移 

川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 総数

2003年7月 840 497 325 425 699 342 436 3,564

2013年9月 763 468 499 663 1,112 649 1,444 5,598

91% 94% 154% 156% 159% 190% 331% 157%



川崎市成人ぜんそく患者医療費助成事業認定患者町別分布－１ 



川崎市成人ぜんそく患者医療費助成事業認定患者町別分布－２ 



川崎市NO2測定ーメッシュー 



Jr東海による窒素酸化物測定値 

東百合ヶ丘 片平 潮見台
期間平均値 0.019 0.015 0.047
日平均値の最高値 0.058 0.039 0.100



環境影響評価書に対する市長意見 

・川崎市域内において、その路線位置や立
坑位置等の事業計画については明らかに
されていない状況である 

・本市の地域特性を十分考慮した上で、環
境影響に係わる調査、予測及び評価を行
う必要がある。 

・計画が具体化された段階で、事前に本市
と十分協議し、新たな環境評価項目の予
測が必要になった場合には、その環境影
響評価項目を追加して行う必要がある。 



今回の調査は予備調査である 

• 対象事業実施区域が幅３ｋｍと広大である。 

• 麻生区、宮前区のぜんそく患者が激増している 

• 麻生区において、僅かに2カ所の大気質測定し
かなされていない 

• 麻生区に隣接し、道路沿道である潮見台の測定
値が、環境基準を超えるときがある 

• 残土が搬出される尻手黒川線沿いにぜんそく患
者が多い 

• 市長意見を全く考慮に入れていない 



環境影響調査を再実施すべきである 

• 今回選定された路線、残土輸送ルートに基づく 

• 川崎市、市民と協議して測定地点を選定する 

• 工事が実施される場合でも、工事中適切なモニ
タリングを行い、必要に応じて対応する 

 

→上記の要求が実施されるまで、 

 市長意見に基づいて市は工事を認可しないでほ
しい 

 



二酸化窒素、浮遊粒子状物質に関す
る結論は全ての地域で同一記述 

大気環境のうち、二酸化窒素と浮遊粒子状物
質の「評価結果」の回避又は低減に係わる評
価の文言は 

• 「事業者により実行可能な範囲内で低減が図
られていると評価する」 

この表現は、神奈川県、だけではなく、東京都、
山梨県、長野県、岐阜県、愛知県の全てで全
く同一である。 

→地域特性は全く考慮されていない 



神奈川準備書における大気環境に係
わる他の項目は全て同じ結論 

神奈川県の準備書においては 

• 大気環境に係わる、二酸化窒素、浮遊粒子
状物質のみならず、騒音、振動、微気圧波、
低周波音の全てにおいて、「事業者により実
行可能な範囲内で低減されている又は低減
が図られているものと評価する」と記載されて
いる。 

→通り一遍の評価ではないか 

 



なぜ古い地図のままなのか 

• 意見書：トンネルの場所を23 年前の地図に線だ
け引いた地図のみ公表し、いきなり工事を着工
しようというJR のやり方はあまりにも強引である。 

 →事業者見解では以下のように記載されている 

• なお場所によってはベース図面の作成時期から
時間が経過していることは承知しておりますが、
必要な調査・検討は最新のデータを踏まえて
行っています。 

 →最新の地図で図面を作成するのは当然のこと
ではないか。 



全国新幹線鉄道整備法との整合 

• 第一条（目的） この法律は、新幹線鉄道による全国的な鉄
道網の整備を図り、 

 →他の鉄道とネットワークを組むことができない 

• もつて国民経済の発展及び国民生活領域の拡大並びに地
域の振興に資することを目的とする。  

 →新横浜停車の「のぞみ」の減数による神奈川県の地盤沈下 

• 第三条（新幹線鉄道の路線）新幹線鉄道の路線は、全国的
な幹線鉄道網を形成するに足るものであるとともに、全国の
中核都市を有機的かつ効率的に連結するものであつて第一
条の目的を達成しうるものとする。 

 →リニアは中間駅には１時間に1本しか停車しない 

 



JR東海に対する要望 

• これまでの評価を予備評価と位置づけ、改め
て環境影響評価方法書を作成し、調査を実
施することを要望する。 

→この間に、他の公述人から指摘されている 

 ・経済性 

 ・技術的信頼性 

 ・環境対応性 

に関する評価を行えるという利点もある！ 



市長に対する要求 

 

• JR東海の見解書、準備書は先に提出した市

長意見を全く考慮に入れないものであり、説
明会における回答に誠意は感じられない 

→市長意見に従って、再度調査を行うまで、工
事を認可しないでほしい 

 


